
廃 校 施 設 の 活 用 状 況 
 （平成２７年３月）  

施設の名称 就労支援センター オプス  市町村名 月形町 

                                               

                                               

 

 ・用         途：就労支援センター 

 ・活用開始年月日 ：平成１８年 ４月 １日 

 ・廃 校 年 月 日：平成１８年 ３月３１日 

 ・旧  学  校  名：月形町立中和小学校 

 

 

 

 ・構   造：木造 地上１階 

 ・建築面積：７４０．０１㎡ 

 ・延床面積：７２９．９３㎡ 

 

 

 

 ・名 称：社会福祉法人 雪の聖母園     ・主な利用者：障がい者と支援ボランティア 

 ・形 態：社会福祉法人           ・利 用 者 数：約７，９００人/年 

 

 

 

   

就労支援センターオプスは、地域の小学校跡を利活用して、平成 18年 10月より障がいのある

方の就労支援の場として就労継続 B型事業を利用されている利用者の作業活動、及び一部希望さ

れる生活介護事業を利用されている方の日中活動の場を提供し有意義に過ごして頂く事が出来る

ように支援を行っています。 

 現在、月形産の大豆を 100％使用した納豆製造の他、農産物の生産、牛乳パックからハガキやカ

ードや油吸い取り紙を作製したり、リサイクル石鹸、EMボカシ製造を行っている他、町内の企業

や福祉事業所でのリネン・清掃などの作業実習を行っています。 

近年、利用される方の障がい状況が身体機能・体力・作業耐性等重度化・高齢化が進んでいる

事もあり、『やりたい事を出来る方法で』という考えを基本に、利用者の方の自己選択や決定を

尊重し希望や個々人の特性を活かしながら、将来的には生産的活動へとつなげて行く事が出来る

ように、楽しく参加して頂ける活動を目標とした活動として機織り・ビーズ・ジグソーパズル・

塗り絵・野菜作り等の創作活動の他、スポーツレクリエーション、音楽活動など模索し取り入れ

ながら行っています。 

また、JR石狩月形駅前のコミュニティーショップ「ゆづき」では、生産品の販売の他、日用雑貨・

軽食・かぼちゃ饅頭の製造、観光案内などを行いながら、地域貢献出来るように努め取り組んでい

ます。 

 

 

 

 

・住      所：樺戸郡月形町字知来乙２９７番地２ 

・ア  ク  セ  ス：ＪＲ石狩月形駅から自動車で１０分 

 ・Ｔｅｌ／Ｆａｘ：０１２６－５３－３３３３８／０１２６－５３－３３３９ 
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